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１．はじめに 

多視点から撮影した多数の写真画像を解析して作成する多視点画像３Ｄモデル(以下画像モデル)は３Ｄ形

状とともに画像による可視情報を把握することができる．そのためより実物イメージに近いモデルであり建

設分野においても様々な用途で利用が可能である．この画像モデルは SfM(Structure from Motion)という手

法を利用し多数の写真画像を自動的に解析処理して作成するものである．モデル作成用の解析ソフトは現在

では整備も進み比較的に容易に多くの人が利用できる環境にある．ただし，複雑な形状のモデルや精密性や

完成度を求めたモデルを作成する場合には写真撮影や解析処理等に相応の技量や工夫が必要である．本報は

この画像モデルに関し 2つの事例を対象に考察したものである． 

２．凹凸壁面の表面積 

画像モデルの寸法計測精度は既報 1)に示したとお

り概ね良好であり実用レベルにある．またその結果

を利用した面積等の算出も直線的な構造物であれば

実用レベルと考えられる．本報では既報の検証に続

き画像モデルを凹凸壁面の表面積算出に利用した検

証事例について考察した． 

計測対象は実際に築造した補強土壁で壁面には二次製品，ＰＣパネル，現場打ちの 3種類の壁面材を使用

しておりいずれの壁面材も表面が細かい凹凸にて構成されている．写真 1に補強土壁全景と対象壁面材を示

す．二次製品は 3 種類，ＰＣパネルは 4種類，現場打ちは 1種類である．補

強土壁正面から写真画像及びレーザスキャナの 2種類の方法にて壁面全体を

計測し計測後に作成したそれぞれの全体３Ｄモデルから対象壁面材を抽出し

て算出した表面積を比較した．写真撮影のカメラは NIKON/D700/1200 万画素

(写真 2)を使用しレーザスキャナは FARO/Focus3D(写真 3)を使用した． 

図 1 に全体の画像モデルを示し図 2に対象壁面材のレーザスキャナによる

モデル(以下レーザモデル)を示す．画像モデルの作成には PhotoScan を使用

し撮影画像の他に 300 万画素の画像サイズでも画像モデルを作成した．表面

積の算出結果を表 1に示す．画像モデルの表面積をレーザモデルの表面積に

対する比により比較した．この結果から次のようなことが分かる． 

①画像モデルの表面積は全てのケースでレーザモデルより小さくなった． 

②凹凸状況が最も平易な現場打ちでは 2種類の画像サイズとも最もレーザ

モデルに近い結果となった． 

③凹凸状況が最も複雑な二次製品では 2種類の画像

サイズの差が最も大きい結果となった． 

④対象範囲の最も小さいＰＣパネルでは 2 種類の画

像サイズともレーザモデルから最も離れた結果と

なり両者の差は最も小さくなった． 

写真2 ｶﾒﾗ 

写真1 補強土壁 

写真3 ｽｷｬﾅ

図1 画像ﾓﾃﾞﾙ(全体) 

図2 ﾚｰｻﾞﾓﾃﾞﾙ(対象壁面材) 
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図5 画像投影した簡易3Dﾓﾃﾞﾙ 

図3 画像ﾓﾃﾞﾙ(地上部撮影) 図4 ﾓﾃﾞﾙの不備 

レーザモデルとの比較では凹凸状況,

表面積算出範囲,画像サイズを指標とし

て算出結果に相応の差が見られた．実務

レベルで使用する場合には撮影対象の凹

凸状況や算出範囲を考慮しより安全側の

画像サイズを選択して画像モデルを適用

するのが望ましいと考えられる． 

３．３Ｄイメージモデル 

既設構造物の改修工事等を検討,計画

する場合には現状情報に基づく諸検討が

必要である．このような場合に形状及び

画像情報を備えた３Ｄイメージモデルが

あると有効である．画像モデルにてこれが容易に作成できると良いものの現実的には形状が大型になると撮

影枚数の増加や撮影方法の工夫等が必要である．例えば写真 4に示す建物のような形状,規模になると地上部

の他に高所からも撮影を行い死角のない撮影画像を多数取得しないと詳細なモデルは作成できない．本報で

はこの建物を例として比較的容易に作成可能な３Ｄイメージモデルについて考察した． 

画像モデルでも地上部からの撮影のみであれば作成も比較的容易である．

地上部からの撮影画像で作成したモデルを撮影箇所とともに図 3に示す．こ

のモデルでは撮影画像が死角となった箇所でモデルが欠けている．一例とし

てバルコニー部を拡大したモデルを図 4に示す．地上部から見上げたモデル

では良いものの水平に見た場合には不備が目立つ．このモデルはイメージモ

デルとしての完成度は低いが距離計測等は可能であり使用目的によっては実

用的なモデルとなる．一方計測精度を求めずにシンプルなイメージモデルと

した場合には図 5 のような簡易３Ｄモデルを作成す

る方法がある．これはベースとなる簡易モデル(図中

左)を作成して写真 4 の画像データをこれに投影し

たものである．イメージモデルとして使用する場合

には有効である．ただし撮影範囲外の箇所では画像

が欠落する．このモデルに計測機能を付加させる方

法として投影する画像に画像モデルからのオ

ルソ画像を使用する方法がある．図 6 がこの

方法により作成したモデルである．平面内で

の計測が可能である．他の方法も含め３Ｄモ

デルの作成方法には色々な方法が考えられる

が画像モデルは比較的容易に寸法情報を有し

たモデルが作成できる点で優れている． 

４.まとめ 

画像モデルは写真画像と画像解析の組合せで作成される３Ｄモデルでありそれぞれの条件,内容等に応じ

て相応なモデルが作成されることになる．そのため画像モデルを様々な場面で広く有効に利用するには画像

モデル作成のプロセスを正しく理解し目的に応じたモデルを作成することが重要である． 

【註】1)渡邉弘行ほか，「画像解析に基づく３次元モデルの計測精度に関する試験」，土木学会第 70 回年次学

術講演会概要集，p965-966，2015 年 9 月 

写真4 建物例 

図6簡易ｵﾙｿ3Dﾓﾃﾞﾙ

表1 表面積算出結果 
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